
 



 



 

 



 



 



 

 



Ⅴ ２０２２年度予算について 

 
提案 長野県教育文化会議規約第11条および第27条にもとづき、以下のように編成します。 

 

１ 予算編成の方針 
① 2021年度の活動総括をふまえ、活動の改善点を含め、教育研究・教育実践と教文会議の活性 

  化を図るための予算編成をします。 

② 研究・実践とその交流を活性化し、研究・実践の成果を職場・会員に還元するために、会費 

と補助金で予算編成します。 

③ 研究・実践の全国的な交流を実現するために、各種全国集会への参加費用を研究活動費として

予算化します。 

④ 予算は、一般会計と特別会計で編成します。特別会計は、自主編成・出版会計とします。 

⑤ 会員数の減少に伴い、収入と支出のバランスのとれた財政を追求し、経費削減に努めます。 

 

２ 収入予算について 
①  会費は月額500円、常勤講師・非常勤講師・再任用職員、会計年度任用職員は月額200円としま

す。 

②  会費納入人員を1500人（月額500円換算）と見込みます。 

③   一般会計は予算規模を円とします。 

 

３ 予算支出について 
① 旅費は教文会議旅費規程に基づいて支出します。 

※オンラインによる遠隔会議の通信料は2時間まで1000円、2時間以上2000円とし、2時間を

上限に支給します。なお、会議は本部または研究会長が招集したものとします。 
② 各研究会予算は、要求と実績を勘案し、支部研究会長会を見込んだ予算額を計上します。 

不足の研究会に対しては各研究会予算の予備費の中から上限5万円まで運営委員会で補正予算 

を組みます。 

③ 総合研究会3回に100万円、夏季合宿研（第３・４回総合研究会）に100万円を計上します。 

④ 全県研究会の活性化に向けて次の予算を計上します。 

    ・新規採用２年目まで及び講師および会計年度任用職員の会員の旅費補助 

    ・レポーターの旅費補助 

⑤ 職場教研を活発に行うため、その補助として申請により1校年間2万円まで補助します。 

（外部講師に限りません） 

⑥  支部研究活動の活性化に向けて次の予算を計上します。 

   ・支部教文活動費として88万円計上し、支部ミニ教研に対して申請により8万円まで補助します。

バス等を借用した場合には16万円まで補助します。 

  ・活動補助費として特別拠出金会計から86万円を予算化し、会員数に応じて各支部に配当します。 

⑦  支部研究長会は、全ての研究会が４回適切な時期に開催することを前提に予算化します。 

尚、この中には正副研究会長会の旅費も含まれます。 

⑧  2022年度の教文会議50周年記念行事の準備会の費用を50万円見込みます 

⑨  国際交流のために20万円を計上します。 

⑩  特別拠出金会計から研究収録と視聴覚教材の費用を支出します。 

 

 

 

 

 

 

 


